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上は、今日現在の中体連結果です。「結果」としての文字には表れない、それぞれの「ドラマ」
があったことでしょう。私はバドミントン会場にいましたが、今でもポイントを取った時の歓
声、負けている時の自分を奮い立たせる気合、そして、閉会式後、保護者に挨拶する時の 3 年
生の涙が鮮明に思い出されます。これまで流した汗と涙、仲間との友情は、生涯の「宝」となる
ことでしょう。最後まで温かく応援していただいた保護者の皆様、本当にお疲れさまでした。 
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６月 28 日（金） 学校教育目標 「自ら考え なかまと磨き合う 北中」 

  どの部にも どの選手にも それぞれの「ドラマ」 
～ 今年は雨の郡市中体連 果敢に挑んだ北中生 ～ 

６月２４日（月）は、雨の朝となりました。下の写
真は、３年生の１時間目（理科）の一枚です。中体連
を終えた生徒にとっては疲れもピークだったことで
しょう。右上の写真は、同じ時間、体育館で練習して
いた野球部の様子です。 
以前、テレビで「モヤモヤする力」の番組が放送さ

れました。気候変動や自然災害など不確実さの時代を
生きる中で、スッキリしない「モヤモヤ感」と上手に
向き合う力が大切とのこと。 
 新しい一歩を踏み出すために 
は、様々な「モヤモヤ」と向き 
合うことになります。しかし、 
そんな中だからこそ成長の時で 
もあります。そして誰かのちょ 
っとした優しさやひと言が、大 
きな支えや後押しになることも。 
 

「モヤモヤする力」 
～ 雨の中体連 月曜日の朝の姿から ～ 

【中体連試合結果】  
◆男子バレー（菊池南中と合同） 準優勝 １試合目 勝 （対 西合志中） 
                                   ２試合目 勝 （対 合志楓の森中） 
                          決勝戦  負 （対 泗水中） 
 
◆女子バレー（泗水中との合同） １試合目 負 （対 武蔵ケ丘中） 
 
◆野球   （七城中との合同） １試合目 負 （対 合志楓の森中） 
 
◆テニス（男子団体） ３位 リーグ戦 １試合目 負 （対 合志中） 
                   ２試合目 負 （対 西合志中） 
 
     シングルス ３位（県大会出場）大坪 麗奈（２試合 勝） 
 
◆バドミントン （女子団体）  １試合目 負 （対 泗水中） 
 

    シングルス ベスト８ 菊川 乃愛（２試合 勝） 
           ベスト８ 後藤 帆南（２試合 勝） 
     ダブルス  ベスト８ 野滿 葉南、田村 世桜（２試合 勝） 
           ベスト８ 押方 聖愛、渡邊 千晃（２試合 勝） 
 
◆剣道（拠点校の菊池南中から出場）１年男子 陶山 太誠 （１試合 勝） 
 
※ テニス（女子団体）は未実施（今週末実施予定）です。 

「外に展示しませんか」 
～可能性は どこからでも広がる～ 

 ６月２５日（火）、青少 
年育成推進員の皆様が朝 
の挨拶運動、授業参観、 
意見交換をしていただき 
ました。 
 その中で、「生徒昇降口 
の生徒作品の絵が素晴らし 
い。是非、学校外でも展示 
したらどうか」とのご提案 
をいただきました。外部の 
方だからこそ気付いていた 
だく生徒や学校の可能性。 
ありがたいご提案でした。 

「結果が出ない時、 
どういう自分でいられるかが一番大事」 イチロー 


